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研究実績 

の概要 

ネットワーク内の不特定多数の端末に同一情報

を送信する場合，ブロードキャスト通信が利用さ

れ，ブロードキャストストームへの対策として，確率

的フラッディングが提案されている．無線 LAN で利

用されている IEEE 802.11系プロトコルでは，競合ウ

ィンドウ（CW：Contention Window）によって定められ

るバックオフ遅延を含む競合型アクセスプロトコル

である CSMA/CA （Carrier Sense Multiple Access 

with Collision Avoidance）が採用されている．また，

スロット付 ALOHA 系プロトコルによるブロードキャ

スト通信に，CW を用いたバックオフ遅延を適用した確率的フラッディングの情報到達率が評

価されている．その結果，端末密度と転送確率の積が等しい場合，同等の情報到達率を示す

ことが計算機シミュレーションにより明らかにされた． 

本研究では，CSMA/CA を用いた確率的フラッディングにおいて，情報到達率が「より速く，

より高く」なることを目的として，前ホップ端末からの距離によって中継端末の CW を設定とす

る方式を提案し，情報到達率の時間変化（動特性）を計算機シミュレーションによって評価す

る． 

 
図1．システムモデル 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

提案方式では，受信電力強度測定など

により，パケットを受信した中継端末は送

信端末からの距離を知ることができると仮

定し，距離に応じて CW を端末ごとに設定

する．通信距離 1 を等分割（図 2）あるいは

等面積となるように分割する． 

計算機シミュレーションによる情報到達

率の動特性を図 3 に示す．ここでは，端末

数 1600，端末密度 4.0，転送確率１．０とし，

CWを固定した場合の結果も併記している．

この結果，提案方式では，CWを2に固定し

た方式よりも，若干ではあるが速い情報到

達率を実現できている． 

 

図 2．等距離による分割（4 分割の例） 

 
図 3．情報到達率の動特性 
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